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１． はじめに 

 
日本紅斑熱は 1984 年に徳島県で確認されて以来、南西

日本を中心に発生し 1-2)、患者は増加傾向にある 3)。そう

いう中で、日本海側をみれば従来から島根県の島根半島の

西部で多発していたものが 4)、2007 年からは鳥取県東部

で発生が確認されるようになり 5)、2014 年 8 月に兵庫県

北部でも初めて患者が確認された 6-7)。 
 そういう状況下、2014 年 9 月中旬に二州健康福祉セン

ター管内で本県初となる日本紅斑熱の感染が報告された。

患者の概況および同年 10月～2015年 3月に実施した発生

地区および周辺地域のマダニの分布相、さらにマダニから

の紅斑熱群リケッチア（spotted fever group rickettsiae：
SFGR）の分離状況は既報 7-8)に報告したが、今回はその後

実施した患者発生地区の調査結果の概要を報告する。 

 
２．材料および方法 

 
２．１ 材料 
２．１．１ 調査期間および調査地域 

2015 年 5 月、7 月、9 月および 11 月に嶺南の患者発生

地区の 4～5 箇所を調査対象とした。いずれの箇所も海岸

から約 100m～1.5km（標高数 m～約 100m）にあり、普

通の里山麓の小道や森林内であった。 
２．１．２ 材料 

フランネル法により植生上から採集したマダニ 951 個

体を成書を参考に分類同定した上で 9-10)、5 月採集分 206
個体中の 154 個体、7 月採集分 272 個体中の 214 個体、9
月採集分 206 個中の 166 個体、および 11 月採集分 267 個

体中 218 個体、以上合計 752 個体を生菌分離に供した。

また、同年 3 月の分離株のタイワンカクマダニ由来株

（DT-2）およびタカサゴキララマダニ由来株（AT-102）
も材料とした。 
２．２ 方法 
２．２．１ マダニからの SFGR 生菌分離 

マダニからの SFGR の分離は、既報 11)のとおり実施し 
た。マダニ表面を 0.01％イソジン加 70％エタノールで消

毒後、1％牛胎児血清加 0.01M PBS（pH7.2）で 5 分間洗

浄した。その後、SPG（sucrose phosphate glutamate）
で乳剤とした各内臓をL929細胞で培養し2～4週間観察し

た。 
２．２．２ 分離株の同定 

 単クローン抗体（Rickettsia japonica 種特異的 C3、紅 
斑熱群特異的 S3、X1、F8）12) 、および Rickettsia  Tamurae 
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のマウス抗血清 13-14)に対する反応性を調べ、同定の目安と

した。 
３．結果 

 
３．１ 採集されたマダニ種 
３．１．１ マダニ種 

採集できたマダニは 951 個体で、チマダニ属のヤマアラ

シチマダニ Haemaphisalis hystricis、フタトゲチマダニ

Haemaphysalis longicornis、キチマダニ Haemaphysalis 
flava、タカサゴチマダニ Haemaphysalis formosensis、
オオトゲチマダニ Haemaphysalis megaspinosaおよびヒ

ゲナガチマダニ Haemaphysalis kitaokai の他に、タイワ

ンカクマダニ Dermacentor taiwanensis、およびタカサゴ

キララマダニ Amblyomma testudinarium の 3 属 8 種で

あった（表 1）。採集月別にみると、5 月はオオトゲチマ

ダニおよびヒゲナガチマダニ以外の 6 種、7 月はそれに加

えたタカサゴチマダニ以外の 5 種、9 月はタカサゴチマダ

ニおよびヒゲナガチマダニ以外の 6 種、および 11 月は 8
種全てが採集できた。 
３．１．２ 発育段階別のマダニ種 

発育段階別にみると、成虫はいずれの月も比較的少ない

ものの、７月にヤマアラシチマダニが 16 個体および 11
月にキチマダニが 12 個体採集できたのが目立った。若虫

はいずれの月も採集できたのはヤマアラシチマダニ、キチ

マダニおよびタカサゴキララマダニの 3 種類で、特に多か

ったのは 5 月のヤマアラシチマダニおよび 11 月のキチマ

ダニであった。幼虫はいずれの月も採集できたのはヤマア

ラシチマダニのみであった。クラスター（孵化後の幼虫塊）

数は採集月およびマダニ種により異なるが、１～5 のクラ

スターが確認された（表 1）。それらのクラスターについ

ては、各々十数個体までの採集に留めた中、個体数が特に

多かったのは 5 月のタカサゴキララマダニ、7 月と 9 月の

キチマダニ、9 月のヤマアラシチマダニおよび 11 月のタ

カサゴチマダニであった。全体では成虫は 4.1％、若虫は

30.8％および幼虫は 65.1％であった。 
３．１．３ 主要マダニ種における時季別採集頻度 

 採集個体数が多かったキチマダニ、ヤマアラシチマダニ、

フタトゲチマダニ、タカサゴチマダニおよびタカサゴキラ

ラマダニの 5 種類について、成虫、若虫および幼虫を合計

して時季別の採集頻度を図に示す（図 1）。なお、3 月分の

採集成績は既報から引用した。3 月、7 月、9 月および 11
月はキチマダニの頻度が高く、特に 7 月は約 80％を占め

た。その一方、5 月はタカサゴキララマダニとヤマアラシ

チマダニがほぼ同じ頻度であった。 
患者が感染したと思われる 9 月の採集成績をみると、成

虫はヤマアラシチマダニ♀1 個体のみで、若虫はキチマダ

ニおよびヤマアラシチマダニが各 4 個体、幼虫はキチマダ 
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ニが最も多く、次いでヤマアラシチマダニ、フタトゲチマ

ダニであった。 
 
３．２ SFGR 分離状況＆分離株の性状  
３．２．１ SFGR 分離状況 
 リケッチア分離に供したのは、成虫、若虫および幼虫の

合計で示すと、キチマダニが 456 個体、次いでヤマアラシ

チマダニが 122 個体、フタトゲチマダニが 51 個体、タカ

サゴチマダニが 47個体およびタカサゴキララマダニが 43
個体などであった。そのうち、リケッチアが分離できたの

は、ヤマアラシチマダニでは 7 月の 11 個体中♀1 個体、

タカサゴキララマダニでは 5 月の幼虫 29 個体中 2 個体、

9 月および 11 月の若虫各 1 個体であった（表 3）。 
３．２．２ 単クローン抗体等の反応性 

ヤマアラシチマダニ由来株（HH-30）およびタイワンカ

クマダニ由来株（DT-2）は 4 種類の単クローン抗体全て 
に陽性であったことから、R. japonica と推定された（表 4）。
また、タカサゴキララマダニ由来 4 株（AT-102～104、107）
は、R. tamurae のマウス抗血清に対する反応性から R.  
tamurae と推定された。なお、11 月のタカサゴキララマ 
ダニ若虫由来株については未同定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
４．考察 

 
ヤマアラシチマダニおよびタカサゴキララマダニから

SFGR が分離された。過去に R. japonica が分離されて日

本紅斑熱の媒介種と言われるヤマアラシチマダニ、フタト

ゲチマダニおよびキチマダニ 15-16)のうち、今回は、ヤマア

ラシチマダニから R. japonica と推定される株が生菌分離

された。ヤマアラシチマダニについては熊本県上天草地区

図 1 主要マダニにおける時季別採集頻度 

     ―成虫・若虫・幼虫の合計― 

Hk
♀ ♂ N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♀ N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ L N L

5月3日 1 34 5 8 1 41 19 21 2 4 6 64²⁾
7月15日 9 208²⁾ 11 5 11 15¹⁾ 1 8 2 2

9月4日 4 127¹⁾ 1 4 52¹⁾ 12 1 4 1
11月1日 4 8 122 16 11 61²⁾ 2 1 14 1 1 8 5 6 6 1

計 4 9 169 351 16 69 13 5 56 88 1 1 29 26 1 1 8 6 2 2 14 15 65
　1) 1～2のクラスターを確認  2)4～5のクラスターを確認、N：若虫、L；幼虫、Hf；キチマダニ、Hfo；タカサゴチマダニ、

　Hh；ヤマアラシチマダニ、Hk；ヒゲナガチマダニ、Hl；フタトゲチマダニ、Hm；オオトゲチマダニ

　Dt；タイワンカクマダニ、At；タカサゴキララマダニ (以下、略号は同じ）

Hk
♀ ♂ N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♀ N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ L N L

5月3日 1 31 5 5 1 40 10 21 2 4 5 29²⁾
7月15日 9 166 11¹⁾ 5 4 7 1 7 2 2

9月4日 4 103 1 4 38 11 4 1¹⁾
11月1日 4 8 116 14 11 26 1 1 11 1 1 8 5 5 6¹⁾

計 4 9 160 283 16 31 13 5 48 56 1 1 28 22 1 1 8 5 2 2 13 14 29
1) 各1個体からSFGRを分離　2) 2個体からSFGRを分離

Hf

表1　日本紅斑熱患者発生地におけるマダニ採集成績

表2　日本紅斑熱患者発生地のマダニにおけるSFGR分離個体数

採集月日
Hfo Hh Hl Hm Dt At

Hfo Hh Hl
採集月日

Hf Hm Dt At

マダニ種 成虫 若虫　 幼虫 計

キチマダニ 0/13 0/160 0/283 0/456
ヤマアラシチマダニ 1/18 0/48 0/56 1/122
フタトゲチマダニ 0/1 0/28 0/22 0/51
タカサゴチマダニ  - 0/16 0/31 0/47
タカサゴキララマダニ  - 2/14 2/29 4/43
タイワンカクマダニ 0/4  - 0/13 0/17
オオトゲチマダニ 0/2 0/8 0/5 0/15
ヒゲナガチマダニ 0/1  -  - 0/1

計 1/39 2/274 2/439 5/752

表3　日本紅斑熱発生地のマダニにおけるSFGR分離状況

R.j 特異的

S3 X1 F8 C3
福井株
HH-30
ﾔﾏｱﾗｼﾁﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ ＋ ＋ 160

DT-2
　ﾀｲﾜﾝｶｸﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ ＋ ＋ 320

AT-102～104
　　 107
　ﾀｶｻｺﾞｷﾗﾗﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ － － 10240

標準株

　R. japonica ＋ ＋ ＋ ＋ 160
　R. tamurae ＋ ＋ － － 10240
　R. helvetica ＋ ＋ － － <40

紅斑熱群特異的
供試株

および由来

モノクローナル抗体 マウス抗血清

抗-
R. tamurae

表4　分離株におけるモノクロ－ナル抗体および

　　　　　R. ｔａｍｕｒａｅのマウス抗血清に対する反応性
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では 196 個体中 2 個体から R. japonica が分離されている
17)など、西日本の患者発生地で媒介種として有力視されて

いる一種である。福井県の患者が感染したと推定される 9
月の採集では、成虫はヤマアラシチマダニ 1 個体のみで、

若虫もヤマアラシチマダニおよびキチマダニが各 4 個体

などと少なかった。一方、幼虫はヤマアラシチマダニおよ

びキチマダニのクラスターが確認された。ひとつのクラス

ターからの採集個体数は 10 数個体までとし、それぞれ 50
個体以上、100 個体以上採集でき、ヤマアラシチマダニは

キチマダニに次いで多く採集できた。分離結果と併せてヤ

マアラシチマダニは当地でも媒介有力種として考えられ

た。 
一方、フタトゲチマダニおよびキチマダニの 2 種からは

分離できなかったが、今回の成虫の検査個体数が、それぞ

れ 1 個体、13 個体と少なかったためかも知れない。ちな

みに、島根半島のフタトゲチマダニ 585 個体中 16 個体か

R. japonica 遺伝子が検出されている 4‚ 18)。また、三重

県志摩半島において R. japonica 遺伝子が検出されて媒介

の可能性が言われるツノチマダニ Haemaphysalis 
cornigera 2)は今回も採集されなかった。 
 タカサゴキララマダニでは若虫 14 個体中 2 個体および

幼虫 29 個体中 2 個体から R. tamurae と推定される株が

分離された。同マダニ由来株は藤田ら 15)および Motoi et al 
19)の報告により R. tamurae と推定され、このリケッチア

感染例は島根県で 1 例報告 20)されていること、さらにヒト

嗜好性が強い種類であることから注意が必要である 15)。 
 前年度の調査結果を併せると、患者発生地ではタイワン

カクマダニ幼虫 72 個体中１個体およびヤマアラシチマダ

ニ成虫 18個体中 1個体からR. japonicaと推定される株、

タカサゴキララマダニ幼虫 29 個体中 2 個体および若虫 23
個体中 3 個体から R. tamurae と指定される株が分離され

たことになる。 
 

５．まとめ 
 
2015 年 5 月～11 月に 4 回、日本紅斑熱発生地区にてマ

ダニを採集して SFGR の分離を試みた。その結果、4 属 8
種の 951 個体が採集できた。SFGR の分離は 752 個体に

ついて試みたところ、ヤマアラシチマダニ 1 個体およびタ

カサゴキララマダニ 4 個体から SFGR が分離でき、前者

は R. japonica、後者は R. tamurae と推定された。 
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ニが最も多く、次いでヤマアラシチマダニ、フタトゲチマ

ダニであった。 
 
３．２ SFGR 分離状況＆分離株の性状  
３．２．１ SFGR 分離状況 
 リケッチア分離に供したのは、成虫、若虫および幼虫の

合計で示すと、キチマダニが 456 個体、次いでヤマアラシ

チマダニが 122 個体、フタトゲチマダニが 51 個体、タカ

サゴチマダニが 47個体およびタカサゴキララマダニが 43
個体などであった。そのうち、リケッチアが分離できたの

は、ヤマアラシチマダニでは 7 月の 11 個体中♀1 個体、

タカサゴキララマダニでは 5 月の幼虫 29 個体中 2 個体、

9 月および 11 月の若虫各 1 個体であった（表 3）。 
３．２．２ 単クローン抗体等の反応性 

ヤマアラシチマダニ由来株（HH-30）およびタイワンカ

クマダニ由来株（DT-2）は 4 種類の単クローン抗体全て 
に陽性であったことから、R. japonica と推定された（表 4）。
また、タカサゴキララマダニ由来 4 株（AT-102～104、107）
は、R. tamurae のマウス抗血清に対する反応性から R.  
tamurae と推定された。なお、11 月のタカサゴキララマ 
ダニ若虫由来株については未同定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
４．考察 

 
ヤマアラシチマダニおよびタカサゴキララマダニから

SFGR が分離された。過去に R. japonica が分離されて日

本紅斑熱の媒介種と言われるヤマアラシチマダニ、フタト

ゲチマダニおよびキチマダニ 15-16)のうち、今回は、ヤマア

ラシチマダニから R. japonica と推定される株が生菌分離

された。ヤマアラシチマダニについては熊本県上天草地区

図 1 主要マダニにおける時季別採集頻度 

     ―成虫・若虫・幼虫の合計― 

Hk
♀ ♂ N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♀ N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ L N L

5月3日 1 34 5 8 1 41 19 21 2 4 6 64²⁾
7月15日 9 208²⁾ 11 5 11 15¹⁾ 1 8 2 2

9月4日 4 127¹⁾ 1 4 52¹⁾ 12 1 4 1
11月1日 4 8 122 16 11 61²⁾ 2 1 14 1 1 8 5 6 6 1

計 4 9 169 351 16 69 13 5 56 88 1 1 29 26 1 1 8 6 2 2 14 15 65
　1) 1～2のクラスターを確認  2)4～5のクラスターを確認、N：若虫、L；幼虫、Hf；キチマダニ、Hfo；タカサゴチマダニ、

　Hh；ヤマアラシチマダニ、Hk；ヒゲナガチマダニ、Hl；フタトゲチマダニ、Hm；オオトゲチマダニ

　Dt；タイワンカクマダニ、At；タカサゴキララマダニ (以下、略号は同じ）

Hk
♀ ♂ N L N L ♀ ♂ N L ♀ ♀ N L ♀ ♂ N L ♀ ♂ L N L

5月3日 1 31 5 5 1 40 10 21 2 4 5 29²⁾
7月15日 9 166 11¹⁾ 5 4 7 1 7 2 2

9月4日 4 103 1 4 38 11 4 1¹⁾
11月1日 4 8 116 14 11 26 1 1 11 1 1 8 5 5 6¹⁾

計 4 9 160 283 16 31 13 5 48 56 1 1 28 22 1 1 8 5 2 2 13 14 29
1) 各1個体からSFGRを分離　2) 2個体からSFGRを分離

Hf

表1　日本紅斑熱患者発生地におけるマダニ採集成績

表2　日本紅斑熱患者発生地のマダニにおけるSFGR分離個体数

採集月日
Hfo Hh Hl Hm Dt At

Hfo Hh Hl
採集月日

Hf Hm Dt At

マダニ種 成虫 若虫　 幼虫 計

キチマダニ 0/13 0/160 0/283 0/456
ヤマアラシチマダニ 1/18 0/48 0/56 1/122
フタトゲチマダニ 0/1 0/28 0/22 0/51
タカサゴチマダニ  - 0/16 0/31 0/47
タカサゴキララマダニ  - 2/14 2/29 4/43
タイワンカクマダニ 0/4  - 0/13 0/17
オオトゲチマダニ 0/2 0/8 0/5 0/15
ヒゲナガチマダニ 0/1  -  - 0/1

計 1/39 2/274 2/439 5/752

表3　日本紅斑熱発生地のマダニにおけるSFGR分離状況

R.j 特異的

S3 X1 F8 C3
福井株
HH-30
ﾔﾏｱﾗｼﾁﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ ＋ ＋ 160

DT-2
　ﾀｲﾜﾝｶｸﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ ＋ ＋ 320

AT-102～104
　　 107
　ﾀｶｻｺﾞｷﾗﾗﾏﾀﾞﾆ

＋ ＋ － － 10240

標準株

　R. japonica ＋ ＋ ＋ ＋ 160
　R. tamurae ＋ ＋ － － 10240
　R. helvetica ＋ ＋ － － <40

紅斑熱群特異的
供試株

および由来

モノクローナル抗体 マウス抗血清

抗-
R. tamurae

表4　分離株におけるモノクロ－ナル抗体および

　　　　　R. ｔａｍｕｒａｅのマウス抗血清に対する反応性
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